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募金は小さな心から�

　先日行われた、「みどりの羽根街頭募金」の一コマです。�

街頭募金に参加した生徒は、子供に合わせて中腰になり、小さな心�

を受け取りました。小さな心は緑いっぱいの別海町を夢見ています。�
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　５月５日の子供の日を前に４月29日、各公民

館で「こどもまつり」が行われました。�

　風が強く少し肌寒く感じられましたが、こども

たちは元気いっぱいに楽しみました。�
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情
報
の
拠
点

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
落
成
式

文
化
や
生
活
、
行
政
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
最

新
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
器
に
よ
っ
て
提
供
す
る
施
設
、

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
」の
落
成
式
が
五
月
九
日
、
同
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
館
は
、
郵
政
・
通
商
産
業
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

建
設
さ
れ
、
演
劇
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
な
ど
に
利
用

で
き
る
百
五
十
人
収
容
の
多
目
的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
パ

ソ
コ
ン
十
六
台
を
設
置
し
て
い
る
研
修
室
、
編
集
機
器
を

使
っ
て
各
種
ソ
フ
ト
に
加
工
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房

な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

式
典
で
佐
野
町
長
は
、「
わ
が
町
は
広
大
な
行
政
区
域
に

住
居
地
が
点
在
す
る
地
域
で
あ
り
、
こ
の
距
離
を
克
服
す

る
の
が
情
報
化
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
は
、
将
来
的
に
は
町
内

の
各
家
庭
か
ら
同
館
が
提
供
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

取
り
出
せ
る
仕
組
み
に
な
る
予
定
で
す
。

所 在 地／別海旭町47番地の１

構　　造／コンクリート造り平屋建て

延べ面積／1,047㎡

工 事 費／９億3,044万円

多目的会議室
多地点テレビ会議や、ネットワーク情報・
作成ソフトを活用した会議が可能。

アナブース
マルチメディアのソース作りや館内放送、
各種番組などを収録するスタジオ。

マルチメディア工房
動画、音声、文字データなどを、各種編
集機器を使って各種ソフトに加工するこ
とができます。

コミュニティーホール
マルチメディアやインターネットを気軽
に体験することができる。

多目的研修室
研修用パソコンを16台設置し、技術研修
やマルチメディアに関する人材育成を行
う研修室。

演劇やコンサート、講
演会や集会などさまざ
まな催しに利用できる
150人収容の多目的・多
機能ホール。ＶＨＳ、
ＤＶＤ、ＬＤの映像ソ
フトやパソコン画面、
ＴＶ会議システムの映
像を250インチの大画
面に出力することがで
きる。

マルチメディアホール
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まちのできごと�まちのできごと�

6

す
っ
き
り

さ
っ
ぱ
り

清
翠
園
で
理
容
奉
仕

五
月
九
日
、
別
海
理
容
師
会
と

中
標
津
理
容
師
会
の
会
員
十
一
人

が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

を
訪
れ
、
入
園
者
全
員
に
理
容
奉

仕
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
慰
問
は
、
毎
年
年
二
回
、

母
の
日
と
年
末
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
日
の
清
翠
園
の
サ
ン
ル
ー

ム
は
、
臨
時
理
容
所
と
な
り
、
入

居
者
全
員
が
髪
を
切
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
髭
を
剃
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

身
も
心
も
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

み
ど
り
の
町
に
し
よ
う

別
海
中
央
中
学
校
生
徒
会
（
楠

瀬
功
校
長
、
丹
羽
亜
希
子
生
徒
会

長
）
と
町
及
び
国
土
緑
化
推
進
委

員
会
別
海
分
会
（
木
嶋
正
英
分
会

長
）
は
、
五
月
六
・
七
日
に
別
海

農
協
Ａ
コ
ー
プ
前
で
、
み
ど
り
の

羽
根
街
頭
募
金
を
行
い
ま
し
た
。

別
海
中
央
中
学
校
で
は
、
生
徒

会
が
中
心
と
な
り
毎
年
参
加
。
今

年
は
、
生
徒
八
名
が
明
る
く
元
気

な
声
で
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
呼
び
か
け
、
買
物
に
来
た

主
婦
な
ど
が
募
金
を
し
ま
し
た
。

地
域
特
望
の
西
春
別
地
域
セ
ン

タ
ー
「
み
ら
い
館
」
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
五
月
九
日
、
同
セ
ン
タ

ー
で
開
館
式
と
完
成
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
木
造
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
、
床
面

積
九
百
九
十
七
㎡
で
、
総
工
事
費

三
億
八
千
五
百
六
十
八
万
円
。
施

設
の
内
部
は
老
人
室
、
研
修
室
、

調
理
室
な
ど
が
完
備
。
ア
リ
ー
ナ

に
は
、
ス
テ
ー
ジ
が
備
わ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
行
事

に
利
用
で
き
ま
す
。

完
成
祝
賀
会
に
は
、
町
、
道
関

係
者
・
地
域
住
民
が
参
加
し
て
、

施
設
の
完
成
を
一
同
喜
び
合
い
、

祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西春別
地域センター
オープン



5 6

自
慢
の
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

五
月
十
三
日
、
平
成
十
一
年
度

別
海
町
畜
産
総
合
共
進
会
が
、
農

村
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
、
産
業
祭
第
一

部
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
出

陳
頭
数
は
乳
用
牛
八
十
五
頭
で
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
当
日

は
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
る
中
、
町
内

の
酪
農
家
や
農
業
関
係
者
な
ど
が

集
ま
り
、
自
慢
の
牛
が
披
露
さ
れ

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

別
海
高
校
の
酪
農
科
と
特
別
専
攻

科
の
生
徒
も
審
査
に
挑
戦
。
目
の

前
を
通
る
牛
に
点
数
を
つ
け
て
い

ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
看
護
の
日
（
五
月
十
二
日
）」

と
「
看
護
週
間
（
五
月
九
日
〜
十

五
日
）」の
取
り
組
み
と
し
て
、
五

月
十
三
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
ー
ス
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
西
春
別
小
学
校
六
年

生
の
男
子
十
人
、
女
子
九
人
が
参

加
。
白
衣
に
身
を
包
み
、
老
人
保

健
施
設
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
別
海

病
院
を
見
学
し
ま
し
た
。

病
院
内
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱

い
た
り
、
薬
が
で
き
る
ま
で
の
工

程
を
見
学
し
ま
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ

ン
室
で
は
自
分
の
手
や
頭
の
骨
を

見
て
、
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

小さな白衣の天使
ジュニアナース体験

［乳用牛部門］�

・シニアグランドチャンピオン�

　　クリエーションファームゴールドエルビナ�

　　　　　　　　宗像　宏充さん／中春別農協�

・シニアリザーブチャンピオン�

　　ＹＭＤジャッキーチャールズスミレ�

　　　　　　　　山田　博和さん／中春別農協�

・ジュニアグランドチャンピオン�

　　ＲＬダスティマックス�

　　　　　　　　渡部　義市さん／西春別農協�

・ジュニアリザーブチャンピオン�

　　ウードグリーンマックスウェーブ�

　　　　　　　　二瓶　義則さん／計根別農協�

［小林清吉賞］�

　クリエーションファームゴールドエルビナ�

　　　　　　　　宗像　宏充さん／中春別農協�

［団体優勝］�

中春別農協�
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議  会  構  成�

期数�
４�
３�
５�
３�
３�
３�

委 員 長 �
副委員長�
委　　員�
委　　員�
委　　員�
委　　員�

水沼　　猛�
白石　政司�
上田　政治�
渡邊　政a�
佐々木春男�
道又　茂　�
�

議会運営委員会�

期数�
３�
２�
７�
５�
２�
１�

委 員 長 �
副委員長�
委　　員�
委　　員�
委　　員�
委　　員�

白石　政司�
横堀　昭康�
羽石　一郎�
小　　長俊�
小　　　寛　�
池田　幸雄�

総務常任委員会�
�

期数�
３�
３�
６�
４�
２�
１�
�

委 員 長 �
副委員長�
委　　員�
委　　員�
委　　員�
委　　員�

道又　茂　�
佐藤　賢一�
吉野　宮子�
山村　勝信�
山内　昭一�
小林　敏之�
�

文教厚生常任委員会�
�

期数�
３�
２�
５�
４�
２�
１�

委 員 長 �
副委員長�
委　　員�
委　　員�
委　　員�
委　　員�

渡邊　政a�
山崎　賢一�
上田　政治�
伊藤　尚定�
石川　三穗�
佐藤　　雄�

産業常任委員会�

期数�
３�
２�
５�
４�
３�
１�

委 員 長 �
副委員長�
委　　員�
委　　員�
委　　員�
委　　員�

佐々木春男�
安田　輝男�
小林　　勲　�
水沼　　猛　�
天田　　裕　�
中村　忠士�
�

建設常任委員会�

監査委員�山村　勝信�
�消防事務組合議員�
�小　　長俊　上田　政治�

伊藤　尚定　石川　三穗�
� 葬斎組合議員�

�小　　長俊　羽石　一郎�
道又　茂　　小　　　寛�

統
一
地
方
選
挙
後
、
初
の
町
議

会
（
第
二
回
町
議
会
臨
時
会
）
が

五
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、「
助
役
の
選
任
」、

「
収
入
役
の
選
任
」、「
監
査
委
員
の

選
任
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
意

を
求
め
る
件
の
ほ
か
、
議
案
四
件

が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
議
案
の
ほ
か
、「
議

長
、
副
議
長
の
選
挙
」、「
議
席
の

指
定
」、「
各
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任
」、「
議
会
運
営
委
員
会
委
員

の
選
任
」
と
「
根
室
北
部
消
防
事

務
組
合
」、「
中
標
津
町
外
二
町
葬

斎
組
合
」
議
会
の
選
出
を
行
い
ま

し
た
。

「
助
役
」
に
は
、
奥
田
政
次
郎

氏
、「
収
入
役
」
に
は
、
総
務
部
長

の
森
田
孝
俊
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
監
査
委
員
」
に
は
、
山

村
勝
信
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
審
議
さ
れ
た
案
件
〉

○
別
海
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
別
海
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
町
上
西
別
地
区
幹
線
そ
う
あ

ん
橋
架
換
工
事
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
別
海
町
ニ
シ
ン
種
苗
生
産
施

設
建
設
取
水
・
外
構
工
事
）

〈副議長〉 〈議　長〉

奥
おく

田
だ

政
まさ

次
じ

郎
ろう

（59歳）

〈助　役〉

森
もり

田
た

孝
たか

俊
とし

（58歳）

〈収入役〉
主
な
略
歴

昭
和
十
四
年
十
月
十
五
日
別
海
村
で
生
ま

れ
る
。

中
標
津
高
校
卒
業
、
昭
和
三
十
七
年
別
海

村
役
場
勤
務
、
出
納
室
長
、
税
務
課
長
、
企

画
振
興
室
長
、
民
生
部
長
、
企
画
財
政
部
長
、

総
務
部
長
、
平
成
七
年
五
月
助
役
就
任
、
平

成
十
一
年
五
月
十
五
日
助
役
再
任

主
な
略
歴

昭
和
十
六
年
四
月
一
日
別
海
村
で
生
ま
れ

る
。静

岡
農
業
高
校
卒
業
、
昭
和
三
十
四
年
釧

路
開
発
建
設
部
根
釧
事
業
所
勤
務
、
昭
和
三

十
七
年
別
海
村
役
場
勤
務
、
尾
岱
沼
出
張
所

長
、
管
財
課
長
、
総
務
課
長
、
教
育
委
員
会

教
育
次
長
、
総
務
部
長
、
平
成
十
一
年
五
月

十
五
日
収
入
役
就
任
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後継者�
3名�

（8％）    

進学者�
14名�

（39％）�

各種　�
　学校�
18名�

（50％）�

36名�
�

（100％）�

1名（3％）�

未
定
者�

普通科は75％が進学Z－酪農課も進学指向傾向－
平成10年度 別海高等学校の卒業生の進路状況

先月号において、この３月町内の中学校卒業生の進路
状況をお知らせしましたが、今回は別海高等学校の卒業
生の進路状況をお知らせいたします。
今春、別海高校普通科の卒業生は全部で119名で、様々

な進路に進んでいます。内訳を見てみますと進学が75％、
就職が25％とここ数年の傾向とほぼ合致しています。
進学に関しては、国公立５名を含む14名が大学に進学

しています。また、ここ数年の傾向として、短大が人気
薄になり、専門学校を含む各種学校がもてはやされてい
ますが、別海高校の場合、各種学校進学者が若干減り、
その分短大進学者が増えています。
一方、就職に関しては、昨今の不況から求人難が続い

て、就職希望者は年々少しずつ減少してきています。そ
の中で、地元企業の積極的な新卒採用を含めたご協力を
いただくなどして、就職を希望する生徒は、ほぼ100％の
就職決定率を達成しております。

【主な進学先】
〈大学〉・北海道大学

・北見工業大学
・職業能力開発

大学校
・札幌学院大学　
・酪農学園大学
・東京農業大学　

など
〈短大〉・市立名寄短大

・札幌大谷短大　・帯広大谷短大
・天使女子短大　・釧路短大
・札幌大女子短大　など

〈各種学校〉・道立釧路高等看護学院
・釧路労災看護専門学校
・札幌社会福祉専門学校
・札幌総合福祉専門学校
・北海道理容美容専門学校
・釧路赤十字看護専門学校
・札幌総合医療専門学校
・北海道介護福祉学校
・北海道電子計算機専門学校
・札幌商科専門学校　など

【主な就職先】
〈公 務 員〉・別海町職員　・北海道警察

・北海道技能労務職員　・自衛官
〈一般企業〉・建設業２名　・卸小売業５名

・金融保険業２名　・サービス業７名 など

【主な進路先】
〈大学〉北海学園北見大学

酪農学園大学
〈各種学校〉

札幌工科専門学校
札幌ソフトウェア　　

専門学校
札幌理工学院専門学校
北見高等技術専門学院
札幌社会福祉専門学校
北工学園旭川福祉専門学校
札幌ビューティーメイク専門学校
北海道ハイテクノロジー専門学校
駒沢大学付属看護福祉専門学校
宮島学院ファッションドレスメーカー学院

次に定時制酪農科の卒業生は36名いますが、酪農科に
入学する生徒は、卒業後すぐに自営を行うというもので
はなく、知識を更に深めるために勉強をしながら酪農を
経営するといった方向性が増えてきていて、別海高校に
は農業特別専攻科があるため、卒業後更に２年の計５年
の専門知識の習得に努めることができます。
進学者は、昨年、一昨年の２年にわたり、増加の一途

を辿っていて、就職難の状況から「手に職を」という動
きが目立っており、その内容も多種多様になっています。
就職は、進学者が増える分だけ減少していて、職種も

技術を習得するようなものが多く、一時多かったサービ
ス業も、昨年では選択する生徒が減っています。在学中
から就職難の様子を理解していたので、先を見通して技
術職を選んだのではとのこと。

�

大　　学�
短　　大�
各種学校�
そ の 他�
小　　計�

男�
  9�
  1�
15�
  3�
28

女�
  5�
11�
39�
  6�
61

計�
14�
12�
54�
  9�
89

男�
  9�
  7�
  1�
  0�
17�
45

女�
  8�
  2�
  0�
  3�
13�
74

計�
17�
  9�
  1�
  3�
30�
119

一般企業�
公 務 員�
自　　営�
そ の 他�
小　　計�

進
　
　
学�

就
　
　
職�

合　　　計�

〈全日制課程普通科〉�

後継者�

進学者
�

�
�
�

就職者�

農業特別専攻科�
大　　　　　学�
各　種　学　校�
サ ー ビ ス 業�
保　　安　　業�
農 業 ・ 林 業�
技　　能　　工�
製　　造　　業�
未　定　者�
合　　　計�

男�
  3�
  2�
  6�
  0�
  2�
  2�
  7�
  2�
  0�
24

女�
  0�
  0�
  6�
  3�
  0�
  1�
  1�
  0�
  1�
12

合計�
  3�
   2�
12�
  3�
  2�
  3�
  8�
  2�
  1�
36

〈定時制酪農科〉�

各種学校54名�
（45％）�

大学14名�
（12％）�

短大�
12名�

（10％）�

公務員�
  9名�

    （7％）�

一般企業�
17名�

（14％）   その他�
9名（8％）�

自営�
1人�

（1％）�

その他3名（3％）�

就職�
30名�

（25％）�

進学89名�
（75％）�



チ� ビ� ッ� コ�

※5月20日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

６月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院管理係  1５ー2311（内線201）�

神田　　陸くん�
（要）�

りく�

岩口　晴香ちゃん�
（裕昭）�

はる  か�

長谷川　渉くん�
（淳）�

冨田　千尋ちゃん�
（教人）�

ち  ひろ�わたる�

6

　　　　　小児神経外来�

６月11日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

６月７日b～６月８日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　若島　純一医師�

６月21日b～６月22日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�

６月16日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

６月３日e～６月４日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

６月17日e～６月18日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

＊６月３日及び６月17日の午前の診療は10時�
　30分から開始します。�

�

　　　　　外　　　　　科�

　外科診療は手術・検査のため、毎日午後の診�

療は休診となっていますのでご了承ください。�

　なお、午後は薬の処方もできませんので、�

ご注意ください。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�



－１歳６

７月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

9

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

る　い  

千葉　留衣ちゃん�
（直樹）�

松本　天斗くん�
（賢二）�

たか  と�

しょう き 

小椋　翔貴くん�
（芳一）�

ゆう  か�

鈴木　優香ちゃん�
（寛恵）�

まな  か�

竹内　愛佳ちゃん�
（寛樹）�

ひろ  き  

星　　宙希くん�
（和利）�

6

２�

５�

〃�

６�

〃�

７�

８�

〃�

９�

11�

12�

13�

〃�

15�

18�

19�

〃�

〃�

21�

23�

27�

〃�

〃�

28�

〃�

29�

〃�

30

11：00～14：30�

10：00～14：30�

10：00～15：00�

12：30～13：00�

13：00～15：00�

10：00～14：00�

10：00～14：00�

12：30～13：00�

13：00～15：00�

６：30～10：00�

７：00～10：00�

７：00～10：00�

13：00～15：00�

12：30～13：00�

８：00～14：00�

８：00～14：00�

10：00～12：00�

10：00～15：00�

10：00～11：30�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

11：00～14：30�

９：30～11：00�

11：00～14：30�

９：30～11：30�

12：30～13：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30

東 公 民 館�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

西春別ふれあいセンター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

東 公 民 館�

本別海地域センター�

走古丹地域防災センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

走古丹地域防災センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

中 春 別 福 祉 館�

本別海地域センター�

中 西 別 福 祉 館�

西 公 民 館�

尾 岱 沼 出 張 所 �

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

�

野 付 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

乳 幼 児 相 談 �

高血圧予防相談�
物 忘 れ 相 談 �

三 才 児 健 診 �

母 親 教 室 �

乳 幼 児 相 談 �

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

４ ヵ 月 健 診�

リ ハ ビ リ 教 室 �

総 合 健 診 �

総 合 健 診 �

総 合 健 診 �

母 親 教 室 �

１ 才 半 健 診�

乳 が ん 健 診 �

乳 が ん 健 診 �

地 区 健 康 相 談 �

肥 満 予 防 相 談�

1才3ヵ月歯磨き教室�

リ ハ ビ リ 教 室 �

母 親 教 室 �

地 区 健 康 相 談 �

別 海 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

フ ッ 素 塗 布�

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�

フ ッ 素 塗 布�

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布�

�

金�

月�

〃�

火�

〃�

水�

木�

〃�

金�

日�

月�

火�

〃�

木�

日�

月�

〃�

〃�

水�

金�

火�

〃�

〃�

水�

〃�

木�

〃�

金�

�

�
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�

6

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　上春別出張所  5-6011�
上風連出張所  5-7326　尾岱沼出張所  （01538）6-2166

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　上春別出張所  5-6011�
上風連出張所  5-7326　尾岱沼出張所  （01538）6-2166

えびまつり�
６/26・27 尾岱沼漁港�
前日祭／野付竜神太鼓、尾岱沼味覚広場、�
　　　　よさこいソーラン踊り�
本日祭／郷土芸能演奏、ゲーム大会、�
　　　　キャラクターショー、よさこいソーラン踊り、�
　　　　ＨＢＣ公開ラジオ録音、歌謡ショー�

えびまつり�えびまつり�
日時／6月6日A  13時30分開演�
場所／別海町ぷらと前（多目的広場）�
　出演学校／別海高校、別海中央中学校、�
　　　　　　別海中央小学校、上西春別中学校�

別
海
町
長
の
資
産
等
が

７
月
１
日
か
ら
公
開
さ
れ
ま
す

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
別
海
町

長
の
資
産
等
公
開
に
関
す
る
条
例
（
平

成
七
年
十
二
月
三
十
一
日
施
行
）
に
基

づ
き
、
別
海
町
役
場
（
本
庁
舎
）
総
務

部
総
務
課
総
務
係
に
お
い
て
町
長
の
資

産
等
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
を
七
月

一
日
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
公
開
の
内
容

・
土
地
、
建
物
、
預
貯
金
、
有
価
証
券
、

自
動
車
、
船
舶
、
美
術
工
芸
品
な
ど

・
平
成
十
年
分
の
所
得
、
関
連
会
社
の

調
べ
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
総
務
係
（
内
線
２
２
１
）

心
身
障
害
者
巡
回
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
で
は

次
の
日
程
で
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
日
／
七
月
十
三
日（
火
）〜
十
四
日（
水
）

会
場
／
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館

内
容

・
身
体
障
害
者
に
関
す
る
相
談
〜
施
設

入
所
、
補
装
具
交
付
等
の
判
定
及
び
更

正
援
護
に
関
す
る
相
談
。

・
知
的
障
害
者
に
関
す
る
相
談
〜
施
設

入
所
、
療
育
手
帳
交
付
等
の
判
定
及
び

更
正
援
護
に
関
す
る
相
談
。

対
象
／
十
八
歳
以
上
の
心
身
に
障
害
の

あ
る
方
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
福
祉

課
社
会
福
祉
係
（
内
線
２
８
５
）
へ
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

巡
回
児
童
相
談
の
お
知
ら
せ

釧
路
児
童
相
談
所
に
よ
る
巡
回
児
童

相
談
が
次
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時
／
六
月
二
十
三
日
（
水
）
十
時
三

十
分
〜
十
五
時
四
十
五
分

場
所
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
十
八
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
心

や
体
に
関
す
る
相
談
・
判
定
等

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
／
町
民
保
健

セ
ン
タ
ー
（
1
５
―
０
３
５
９
）、
社
会

福
祉
係
（
内
線
２
８
５
）

「
別
海
町
地
域
振
興
券
」を

取
り
扱
う
特
定
事
業
店
の
追
加

「
地
域
振
興
券
」
を
取
り
扱
う
事
業

者
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

本
別
海
地
区

・
本
別
海
自
動
車
整
備
工
場

（
山
村
　
勝
彦
）

測
量
の
日

六
月
三
日
（
昭
和
二
十
四
年
測
量
法

が
施
工
さ
れ
た
日
）
は
、『
測
量
の
日
』

で
す
。

測
量
・
地
図
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

深
く
関
わ
り
、
国
土
の
整
備
や
地
震
予

知
な
ど
、
生
活
環
境
の
向
上
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
国

土
調
査
（
地
籍
調
査
事
業
）
を
実
施
し

て
お
り
、
同
時
に
測
量
の
基
準
と
な
る

三
角
点
等
が
「
国
土
地
理
院
」
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
そ
の
数
は
、
地
籍
調
査
目
的
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
点
以
外
を
含
め
、
約

三
六
〇
点
に
及
び
各
種
測
量
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
西
春
別
駅
前
「
西
公
民
館
」
・

別
海
「
郊
楽
苑
」
グ
リ
ー
ン
広
場
ス
テ

ー
ジ
横
の
二
ヶ
所
に
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
局
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
皆
様
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？

こ
の
観
測
局
は
連
続
観
測
シ
ス
テ
ム

と
し
て
全
国
に
設
置
さ
れ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛

生
（
人
工
衛
生
）
か
ら
発
信
さ
れ
る
電

波
を
受
信
し
て
、
観
測
の
結
果
を
公
共

測
量
の
基
準
と
し
て
利
用
す
る
ほ
か
、

地
震
、
火
山
噴
火
予
知
な
ど
広
く
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
今
後
に

対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
測
量
・
地
図
に
対
す
る

皆
様
の
感
心
が
高
ま
り
、
そ
の
大
切
さ

を
一
層
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

総
務
部
管
財
課
地
籍
調
査
係

（
内
線
２
４
３
）
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お知らせ�

6

えびまつり�えびまつり�

高知県中村市�
○６月24日（木）25日（金）　全国京都会議�
　中村市は、約540年前に前の関白一條教房が応仁の
乱を避けこの地に下向し、京風の町づくりを行った
ことに始まり、小京都の中でも歴史のある街です。
残念ながら、大河四万十川の氾濫や南海大地震のた
め古い街並みは残っていませんが、御所後の一条神
社を中心とした、碁盤目状の街作りや祇園・東山な
どの地名に歴史を感じることができます。�
　この中村の地で、第15回京都会議を開催し、全国に
ある54の小京都と呼ばれる市と町から代表が集まり、
事業報告や情報交換をおこないます。�

　�
○６月６日（日）�
　第20回枚方ふれあいフェスティバル�
　障害者と健常者の交流の場・枚方ふれあいフ
ェスティバル。「〝ありがとう〟その一言を伝え
たいY」をスローガンに、枚方市民会館や岡東
中央公園で映画会・人形劇・特設ステージでの
演奏・出店等いろいろな催しが開催されます。�

・友・好・
の・風・

大阪府�
   枚方市�

さき�

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

「
８
０
２
０
表
彰
」
募
集

町
で
は
、「
８
０
歳
で
自
分
の
歯
を
２

０
本
以
上
保
た
れ
て
い
る
」
健
康
な
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
薦
、
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
、
ご

推
薦
く
だ
さ
い
。

○
対
象
／
大
正
八
年
生
ま
れ
の
方
、
別

海
町
在
住
の
方
。
自
分
の
歯
が
２
０
本

以
上
あ
り
健
康
な
方

※
治
療
し
て
い
る
歯
は
自
分
の
歯
に
含

ま
れ
ま
す
が
、根
だ
け
の
歯
は
除
き
ま
す

○
応
募
期
間
／
六
月
三
十
日（
水
）ま
で
　

応
募
、
問
い
合
わ
せ
／
町
民
保
健
セ
ン

タ
ー
母
子
保
健
係
（
1
５
―
０
３
５
９
）

リ
ハ
ビ
リ
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身
体
に
障
害

の
あ
る
方
の
機
能
低
下
の
予
防
と
交
流

の
場
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
毎
月
二
回
、
リ
ハ
ビ
リ

体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
行
事
な

ど
を
行
い
ま
す
。
平
成
十
一
年
度
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
／
身
体
に
機
能
障
害
が
あ
り
機

能
訓
練
が
必
要
な
方
。

○
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
／
保
健
セ
ン

タ
ー
健
康
推
進
係
（
1
５
―
０
３
５
９
）

別
海
町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
釧
路
放
送
局
で

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
で
放
送
中

の
「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開
録
音
を

開
催
し
ま
す
。
観
覧
希
望
の
方
は
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
七
月
二
十
五
日（
日
）

開
場
午
後
五
時
十
五
分

開
演
午
後
六
時

○
会
場
／
中
央
公
民
館

○
ゲ
ス
ト
／
チ
ャ
ー
リ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
（
コ
ン
ト
）、
ペ
ペ
桜
井

（
ギ
タ
ー
漫
談
）、
林
家
し
ん
平

（
落
語
）、
昭
和
の
い
る
・
こ
い

る（
漫
才
）、ケ
ー
シ
ー
高
峰（
漫

談
）、
入
船
亭
扇
橋
（
落
語
）

○
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理

券
が
必
要
で
す
。

次
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

①
中
央
・
西
・
東
公
民

館
の
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。
一
人
三
枚
ま
で
。

②
電
話
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
釧
路

放
送
局
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
月
〜
金

午
前
十
時
〜
午
後
六
時
）

後
日
整
理
券
を
郵
送
し

ま
す
。

※
な
お
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ

釧
路
放
送
局
「
真
打
ち
競
演
」
係

（
1
０
１
５
４
―
４
１
９
１
９
２
）チャーリーカンパニーケーシー高峰
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おめでた・おくやみ�
（4月1日から4月30日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u阿部　　駿ちゃん（男）正　博（尾　岱　沼）�
　u小林　真彩ちゃん（女）政　幸（西　春　別）�
　u玉木　健介ちゃん（男）　忠　（美　　　原）�
　u深川　翔貴ちゃん（男）昭　浩（床　　　丹）�
　u内藤　圭哉ちゃん（男）義　孝（尾　岱　沼）�
　ua川　玲央ちゃん（男）龍　治（泉　　　川）�
　u松田　流楓ちゃん（女）健　児（別　　　海）�
　u合田　衣里ちゃん（女）教　之（西春別駅前）�
　u渡　　悠馬ちゃん（男）敬　丈（中　西　別）�
　u久末　優瑠ちゃん（男）敏　幸（美　　　原）�
　u佐藤　大和ちゃん（男）祥　悦（尾　岱　沼）�
　u中島　拓都ちゃん（男）洋　平（走　古　丹）�
　u武藤　慎也ちゃん（男）　一　（別　　　海）�
　u内田　大紀ちゃん（男）嗣　夫（上　春　別）�
　u林　　悠斗ちゃん（男）直　司（西　春　別）�
　u齋藤　　旭ちゃん（男）厚　士（中　西　別）�
　u長谷部隼一ちゃん（男）　正　（西　春　別）�
　u岩崎　柚希ちゃん（男）信　良（尾　岱　沼）�
　u西山　知里ちゃん（女）和　明（尾　岱　沼）�
　u新谷　誠人ちゃん（男）和　久（西　春　別）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u古村　道昭・佐藤　直子さん　（別　　　海）�
　u山家　信貴・橋本　幸恵さん　（別　　　海）�
　u小島　　孝・宮川　亜紀さん　（別　　　海）�
　u山家　隆志・田村　　琴さん　（上　春　別）�
　u糸氏　淳也・篠原　百恵さん　（本　別　海）�
　u石田　　隆・白井　幸枝さん　（別　　　海）�
　u菅野　昌吾・林　千佳子さん　（中　西　別）�
　u小林　和哉・吉田紗奈恵さん　（中　西　別）�
　u志賀　　理・岩本由美子さん　（別　　　海）�
　u前川　　浩・岩井　初美さん　（上　風　連）�
　u野々村晃一・千葉　真紀さん　（上　春　別）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s小野　軍一さん　（７３歳）　（別　　　海）�
　s守屋　治男さん　（８０歳）　（別　　　海）�
　s岡野　富治さん　（７３歳）　（泉　　　川）�
　s宗形　スミさん　（９２歳）　（別　　　海）�
　s佐藤八十八さん　（８８歳）　（別　　　海）�
　s齊　惣次郎さん　（１０１歳）　（西　春　別）�
　s佐藤　甲子さん　（７４歳）　（西　春　別）�
　s工藤　　馨さん　（６８歳）　（上　風　連）�
　s信田　福平さん　（８７歳）　（上　風　連）�
　s山内　みよさん　（９２歳）　（上　風　連）�
　s宮本　秀昭さん　（５５歳）　（西春別駅前）�

お知らせ�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

◆
定
期
貯
金
の
お
知
ら
せ

一
月
定
期
貯
金
及
び
三
月
定
期
貯
金

（
課
税
扱
い
の
貯
金
に
限
る
）の
自
動
継

続
の
お
知
ら
せ
は
、
自
動
継
続
の
都
度
、

お
送
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
送
付
回

数
が
多
い
と
の
ご
意
見
が
多
数
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
十
一
年
か
ら
は
、
新
規

預
入
の
月
か
ら
六
カ
月
ご
と
に
、
そ
の

時
点
の
元
利
合
計
金
額
等
を
内
容
と
し

た
自
動
継
続
の
お
知
ら
せ
を
「
年
二
回
」

の
送
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
特
に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
送

付
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
貯
金
の
預
入
限
度
額
に
つ
い
て

郵
便
貯
金
の
ご
利
用
は
法
律
に
よ
り

お
一
人
さ
ま
、
一
、
○
○
○
万
円
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
一
、
○

○
○
万
円
を
超
え
て
ご
利
用
に
な
り
ま

す
と
、
超
え
た
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

払
い
戻
し
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◆
独
り
暮
ら
し
の
チ
エ
（
住
）

電
話
の
そ
ば
に
、
自
分
の
家
の
周
辺

地
図
、
最
寄
り
の
道
順
を
わ
か
り
や
す

く
書
い
た
メ
モ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く

と
人
に
説
明
す
る
と
き
に
便
利
で
す
。

（
別
海
町
に
最
近
引
っ
越
し
さ
れ
た
方

に
は
是
非
Y
）

平
成
十
一
年
度

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
及
び

商
業
統
計
調
査

七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
事

業
所
・
企
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
事
業
所
の
事
業
・
企
業

活
動
の
状
態
を
調
査
し
、事
業
所
・
企
業

の
産
業
、
従
業
者
規
模
等
の
基
本
的
構

造
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種

統
計
調
査
実
施
の
た
め
の
事
業
所
・
企

業
名
簿
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。調
査
内
容
は
、統
計
の
作
成

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
統
計
広
報
係

（
内
線
２
２
５
）

新
し
い
大
型
絵
本
は

「
さ
ん
び
き
の
こ
ぶ
た
」

こ
の
ほ
ど
図
書
館
に
新
し
い
大
型
絵

本
「
さ
ん
び
き
の
こ
ぶ
た
」
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
二
月
に
行
わ
れ
た
「
お
さ

が
り
の
会
・
真
冬
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
の
出
店
者
三
十
八
組
の
方
々
が
、

そ
の
売
り
上
げ
金
の
一
部
を
出
し
合
っ

て
購
入
、
寄
贈
し
た
も
の
で
、
こ
れ
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
金
で

寄
贈
さ
れ
た
大
型
絵
本
は
、
合
わ
せ
て

四
冊
に
な
り
ま
し
た
。

大
型
絵
本
は
個
人
へ
の
貸
し
出
し
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
館
内
で
い
つ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
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お知らせ�

寄
　
付

・
別
海
町

▽
斉
藤
寛
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
㈱
橋
本

電
気
商
会
橋
本
与
吉
さ
ん
（
別
海
宮
舞

町
）
▽
マ
ル
シ
ン
佐
藤
達
雄
さ
ん
（
別

海
宮
舞
町
）
▽
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
㈱
　
福
田
紀
二
さ
ん
（
中
標

津
町
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
別
海
中
央
豊
生
ク
ラ
ブ
（
別
海
宮
舞

町
）
▽
伊
原
敏
子
さ
ん
（
西
春
別
駅
前

曙
町
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
宗
形
良
純
さ
ん
（
別
海
川
上
町
）
▽

◆
さ
く
ら
の
花
も
咲
き
、
緑
も
す
っ
か

り
色
付
き
は
じ
め
日
一
日
と
夏
が
近
づ

い
て
き
て
い
ま
す
。
野
外
ス
ポ
ー
ツ
シ

ー
ズ
ン
で
す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
準
備
運
動

も
し
っ
か
り
行
っ
て
心
地
よ
い
汗
を
か

い
て
下
さ
い
。
▽
広
報
誌
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
当
係
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
Ｋ
）

◆
テ
レ
ビ
の
普
及
か
ら
五
十
年
あ
ま
り
、

携
帯
電
話
の
電
波
も
今
で
は
網
の
目
の

よ
う
に
空
中
を
飛
び
交
う
時
代
。
そ
し

て
別
海
町
に
は
、
情
報
の
拠
点
と
し
て

四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
館
。
来
館
者
は
す
で
に
五
月
二
十
五

日
現
在
で
千
四
百
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

無
料
で
体
験
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

コ
ー
ナ
ー
も
人
気
が
あ
り
、
高
校
生
な

ど
も
勉
強
や
趣
味
に
活
用
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
別
海
町
の
情
報
化
は
、
ま
だ

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
入
口
か
ら
顔
を
の
ぞ
か

せ
た
だ
け
で
、
産
業
・
医
療
・
教
育
・

文
化
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
発
展
し

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、「
パ
ソ
コ
ン
は
苦
手
」
と
言

わ
な
い
で
、
一
度
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

を
見
学
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
教

え
て
く
れ
ま
す
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

○スピードダウンと○シートベルト�
2つの○があなたを守る�

別海町の交通事故発生状況�

発生15件、死者２名、傷者20名�
前年同期比   （＋２）　　　  （－３）　    　（＋７）　　 　�

（平成11年１月１日～５月26日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｓ� Ｓ�

Ｓ�

Ｑ．一度、年金を受ける手続きをしてしまえ
ば、ずっともらえるものなのですか。
Ａ．引き続き年金を受けるための現況届の提出が必
要です。年金を受けるには、裁定請求の手続きをし
て受給資格があることを確認してもらうわけですが、
それを済ませ、晴れて年金を受給するようになった
後でも、現況届といって定期的に届出をしなければ
なりません。現況届は受給者が引き続き年金を受け
る権利があるかどうかを確認するための届出です。
これを提出しないと、年金の支払いが一時ストップ
されてしまいますので、必ず提出してください。現
況届は毎年１回、受給者の誕生月に提出することに
なっています。届出用紙（ハガキ）はその月の初め
に社会保険庁から送付されますので、必要事項を記
入のうえ、月末までに必ず提出してください。この
他、引っ越しされたときや氏名が変わったときなど、
その都度届出が必要となりますので、お忘れのない
ようお願いします。

社会保険事務相談所開設日
○日時／７月21日d 13時～17時
○会場／中標津町商工会
問い合わせ／国民年金係（内線４８３）

☆国民年金保険料の納付は
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY 十

八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
方

○
試
験
科
目
／
筆
記
試
験
（
国
語
、
数

学
、
社
会
、
作
文
）、
口
述
試
験
、
身
体

検
査
、
適
正
検
査

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
募
集
事
務
所

（
1
２
―
０
１
２
０
）

守
屋
豊
秋
さ
ん（
別
海
）▽
斉
藤
寛
さ
ん

（
西
春
別
）▽
佐
藤
は
る
さ
ん
（
別
海
寿

町
）
▽
加
藤
泰
行
さ
ん
（
別
海
旭
町
）

▽
工
藤
静
子
さ
ん
（
上
風
連
）
信
田
眞

昭
さ
ん（
上
風
連
）▽
山
内
騰
さ
ん
（
上

風
連
）
▽
中
鉢
公
子
さ
ん
（
中
西
別
）

▽
権
隨
敦
さ
ん
（
大
成
）
▽
佐
藤
徳
男

さ
ん（
西
春
別
）
▽
岡
野
健
一
さ
ん（
泉

川
）
▽
上
西
春
別
中
学
校
生
徒
会
（
西

春
別
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
和
を
愛
す
る
人
が
ほ
し
い

二
等
　
陸
・
海
・
空
士
募
集

○
応
募
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
し
、
満
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�


